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◇
月
日 

二
〇
二
二
年
三
月
一
六
日
（
水
） 

リ
モ
ー
ト
で
開
催 

 
 

神
奈
川
山
梨
布
教
百
三
十
年
と
い
う
記
念

の
お
年
柄
を
お
迎
え
し
た
こ
と
か
ら
、
教
師

信
徒
研
修
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
テ
ー
マ

に
「
横
浜
布
教
の
歴
史
に
学
ぶ
」
と
題
し

て
、
四
名
の
先
生
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
イ
ト

ル
で
講
話
を
伺
い
、
横
浜
布
教
に
つ
い
て
、

横
浜
布
教
の
歴
史
に
つ
い
て
、
理
解
を
深
め

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

こ
こ
に
講
話
の
内
容
を
ま
と
め
て
、
報
告

致
し
ま
す
。 

横
浜
布
教
の
歴
史
に
学
ぶ 

て 

  

教
師
信
徒
研
修
会 
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東
方
伝
道
の
発
端
は
、
教
祖
様
の
「
西
三
十
三
か
国
は
そ
の

方
が
広
め
、
東
三
十
三
か
国
は
此
の
方
が
広
め
る
」
と
の
布
教

精
神
を
先
覚
・
先
師
た
ち
が
受
け
継
ぎ
、
世
と
人
を
助
け
る
取

次
の
業
に
心
血
を
注
が
れ
、
こ
の
お
道
の
信
心
が
東
方
へ
と
伝

わ
っ
て
行
く
の
で
あ
る
。 

当
時
、
明
治
政
府
に
よ
る
宗
教
政
策
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
、

自
由
に
布
教
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
ず
、
各
地
の
出
社
（
神
道
事

務
局
の
傘
下
で
布
教
し
て
い
た
）
に
お
い
て
、
度
重
な
る
取
り

締
ま
り
を
受
け
て
い
た
。 

明
治
十
九
年
に
は
、
大
阪
難
波
分
所
の
近
藤
藤
守
師
が
違
警

罪
で
三
日
間
拘
留
さ
れ
、
翌
年
に
は
医
薬
妨
害
の
罪
で
十
日
間

拘
留
さ
れ
た
。
そ
の
法
廷
に
畑
徳
三
郎
師
が
代
理
と
し
て
出
廷

し
て
、
教
祖
の
教
え
は
世
俗
が
言
う
邪
教
で
は
な
く
、
真
の
道

を
説
き
立
派
な
教
え
で
あ
る
と
朗
々
と
説
き
明
か
し
、
無
罪
を

勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
畑
師
は
弁
論
を
機
に
、

「
天
下
の
明
教
」
た
る
本
教
が
世
間
に
理
解
さ
れ
て
い
な
い
現

実
を
悟
り
、
教
祖
の
教
え
が
帝
都
東
京
に
お
い
て
理
解
さ
れ
、

道
を
広
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
決
心
さ
れ
た
。 

そ
し
て
、
金
光
四
神
様
か
ら
「
ハ
ヤ
ク
ヤ
ル
ガ
ヨ
ロ
シ
」
と

の
お
言
葉
の
ま
ま
に
、
明
治
二
十
一
年
三
月
二
十
五
日
に
上
京

し
て
、
五
月
二
十
一
日
に
は
四
谷
区
伝
馬
町
で
、
神
道
金
光
教

会
講
社
事
務
所
な
る
表
札
を
掲
げ
て
、
東
京
布
教
に
着
手
す
る
。 

畑
師
は
、
翌
年
教
会
設
立
認
可
を
得
る
た
め
に
、
金
光
教
條

規
（
明
治
二
十
一
年
作
成
）
を
東
京
府
庁
に
提
出
し
た
が
、「
平

素
主
祭
神
を
鎮
祭
し
神
殿
等
を
設
け
、
庶
民
の
参
拝
を
促
す
様

な
装
飾
を
し
、
神
事
祭
祀
を
行
う
こ
と
は
不
都
合
で
あ
る
。」
と

認
可
さ
れ
ず
、
新
た
に
神
道
金
光
教
会
規
約
と
し
て
東
京
府
に

明
治
政
府
の
宗
教
政
策
と
東
方
伝
道 

て 

相
模
原
教
会 

 

安
達 

幸
則 

 

近藤藤守先生 
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提
出
し
、
明
治
二
十
二
年
六
月
十
三
日
認
可
さ
れ
た
。 

一
方
、
大
場
吉
太
郎
師
は
近
藤
師
の
命
を
受
け
、
畑
師
を
助

け
る
た
め
に
明
治
二
十
一
年
暮
に
上
京
、
翌
年
五
月
に
は
烏
森

で
取
次
に
従
い
、
神
道
金
光
教
会
芝
支
所
と
の
認
可
を
得
て
、

芝
布
教
に
従
事
し
た
。 

更
に
翌
二
十
三
年
に
は
、
虎
谷
吉
兵
衛
師
に
よ
っ
て
浅
草
支

所
が
生
ま
れ
、
明
治
二
十
四
年
に
は
、
深
川
、
日
本
橋
、
白
金

支
所
が
開
設
さ
れ
た
が
、
東
京
府
下
の
神
道
金
光
教
会
本
郷
支

所
、
芝
支
所
を
は
じ
め
、
そ
れ
ぞ
れ
四
か
所
の
支
所
が
取
り
締

ま
り
に
よ
っ
て
、
閉
鎖
さ
せ
ら
れ
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
っ
た
。

そ
の
閉
鎖
は
、「
神
社
神
道
を
国
家
の
宗
祀
と
み
な
し
、
神
社
を

保
護
し
て
行
く
た
め
、
日
本
古
来
の
神
以
外
の
主
祭
神
を
認
め

な
い
」
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。 

そ
の
件
に
佐
藤
範
雄
師
ら
は
、
明
治
二
十
二
年
に
神
道
金
光

教
会
規
約
に
よ
っ
て
東
京
府
か
ら
認
可
さ
れ
た
に
も
拘
ら
ず
、

閉
鎖
す
る
な
ど
不
都
合
で
あ
る
と
抗
議
、
府
知
事
と
警
視
総
監

と
の
交
渉
に
尽
力
し
、
再
度
の
陳
情
を
す
る
な
ど
明
治
二
十
五

年
内
務
大
臣
と
協
議
を
重
ね
た
末
、
説
教
以
外
で
も
明
治
二
十

六
年
に
は
、
礼
拝
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

ま
た
、
明
治
二
十
四
年
に
は
、
烏
森
芝
支
所
（
金
光
さ
ま
・

金
光
神
と
し
て
）
の
こ
と
が
、
一
般
社
会
か
ら
誹
謗
、
中
傷
を

受
け
る
記
事
が
朝
日
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
。 

そ
の
よ
う
に
、
明
治
政
府
の
厳
し
い
取
り
締
ま
り
や
、
一
般

社
会
か
ら
様
々
な
批
判
を
受
け
つ
つ
も
、
明
治
二
十
五
年
か
ら

横
浜
、
千
住
、
久
松
町
、
八
王
子
支
所
が
開
設
さ
れ
る
な
ど
、

明
治
三
十
三
年
に
は
一
教
独
立
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。 

 
畑徳三郎先生 
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近
藤
伊
三
郎
師
に
よ
る
横
浜
市
山
田
町
に
お
け
る
布
教

の
開
始 

 

福
田
源
三
郎
先
生
が
東
風
七
十
号
に
「
横
浜
布
教
に
つ
い
て
」

と
の
タ
イ
ト
ル
で
、
横
浜
布
教
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。
そ

の
中
で
「
私
の
父
福
田
助
次
郎
は
、
横
浜
布
教
の
創
始
者
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
横
浜
教
会
所
の
創
立
者
で
あ
り
ま
す
。
父
以
前

に
布
教
に
従
事
し
て
い
た
人
が
あ

る
か
ら
で
す
。
三
重
県
上
野
教
会

所
の
近
藤
伊
三
郎
教
正
で
あ
り
ま

す
。」
と
記
し
て
い
て
、
そ
の
経

緯
は
三
重
県
上
野
で
信
心
し
て
い

た
貝
増
利
兵
衛
氏
が
芸
妓
紹
介
業

を
営
み
、
横
浜
に
出
て
商
売
に
励
む
中
、
芸
妓
置
屋
を
経
営
し

て
い
た
田
中
て
つ
氏
が
導
か
れ
、
自
ら
改
式
を
願
い
出
て
、
三

重
県
伊
賀
上
野
で
布
教
に
従
事
し
て
い
た
近
藤
伊
三
郎
先
生
を

横
浜
に
呼
び
寄
せ
、
近
藤
先
生
の
取
次
に
よ
り
病
気
全
快
の
お

か
げ
を
頂
い
た
。 

そ
の
田
中
氏
は
、
明
治
二
十
四
年
三
月
横
浜
市
山
田
町
に
借

家
を
借
り
布
教
所
の
準
備
が
整
い
、
近
藤
先
生
に
よ
り
横
浜
布

教
が
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

 東
京
布
教
と
横
浜
の
関
係 

 

横
浜
に
布
教
拠
点
を
設
け
た
い
と
考
え
て
い
た
畑
徳
三
郎
先

生
と
大
場
吉
太
郎
先
生
は
、
偶
然
山
田
町
で
近
藤
先
生
の
布
教

所
を
見
つ
け
、
近
藤
先
生
に
横
浜
に
来
た
事
情
を
尋
ね
、
そ
の

折
畑
先
生
は
「
ま
こ
と
に
勝
手
な

頼
み
で
は
あ
る
が
、
こ
の
横
浜
は

東
京
の
手
で
布
教
し
た
い
と
思
う

の
で
、
引
き
取
っ
て
も
ら
え
ぬ
か
」

と
伝
え
、
そ
の
申
し
出
に
近
藤
先

生
は
、「
自
分
も
好
ん
で
横
浜
に
来

登
戸
教
会 

南
 
清
孝
  

横
浜
布
教
端
緒
期
の
動
向 

大場吉太郎先生 

東風七十号 
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た
の
で
は
な
い
か
ら
、
快
く
引
き
上
げ
ま
す
。」
と
述
べ
、
そ
し

て
信
者
さ
ん
達
に
対
し
て
、「
誤
解
し
な
い
よ
う
、
後
継
の
先
生

を
自
分
と
思
っ
て
信
心
に
励
む
よ
う
に
」
と
言
い
残
し
て
、
三

重
県
上
野
に
引
き
上
げ
て
し
ま
っ
た
。 

 福
田
助
次
郎
師
に
よ
る
横
浜
布
教
の
開
始 

 

横
浜
布
教
に
誰
を
差
し
向
け
る
か
に
つ
い
て
、
畑
先
生
と
大

場
先
生
と
の
間
で
話
し
合
い
が
も
た
れ
、
芝
教
会
所
で
世
話
係

と
し
て
御
用
に
従
事
し
て
い
た
福
田
助
次
郎
先
生
が
、
大
場
先

生
の
命
を
受
け
て
、
明
治
二
十
五
年
二
月
十
一
日
「
神
道
金
光

教
会
講
社
事
務
所
」
と
の
看
板
を
掲
げ
、
以
前
近
藤
先
生
が
布

教
に
従
事
し
て
い
た
山
田
町
（
六
畳
と
三
畳
の
借
家
）
で
、
布

教
に
従
事
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。 

福
田
助
次
郎
先
生

の
お
か
げ
は
目
覚
ま

し
く
、
参
拝
者
で
家

の
外
ま
で
溢
れ
、
三

か
月
後
に
は
不
老
町

に
移
転
、「
ど
ん
な
こ
と
で
も
お
か
げ
が
頂
け
る
。」
と
横
浜
中

で
大
評
判
と
な
り
、「
神
道
金
光
教
会
横
浜
支
所
」
と
の
認
可
を

受
け
て
、
神
奈
川
県
に
お
け
る
最
初
の
教
会
所
が
、
横
浜
に
設

け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。 
 福

田
助
次
郎
先
生
と
近
藤
伊
三
郎
先
生
の
教
縁 

 

後
年
、
福
田
助
次
郎
先
生
の
長
男
義
一
郎
先
生
が
独
身
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
上
野
教
会
の
信
徒
川
合
万
吉
氏
の
妹
春
子
氏

を
義
一
郎
先
生
に
世
話
し
て
、
教
縁
を
結
ん
だ
。
  

ま
た
、
上
野
教
会
所
開
教
式
の
御
祈
念
帳
に
は
、
福
田
助
次

郎
先
生
、
田
中
て
つ
氏
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
て
、
後
ま
で
近

藤
先
生
、
福
田
先
生
、
田
中
氏
の
関
わ
り
が
も
た
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。 

 

福田助次郎先生 
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入
信
〜
信
者
時
代 

 

福
田
助
次
郎
は
、
一
八
四
六
（
弘
化
二
）
年
八
月
十
三
日
、

大
阪
で
生
ま
れ
た
。（
注
：『
あ
つ
ま
の
道
の
い
し
す
ゑ
』
で
は

翌
年
と
さ
れ
て
い
る
）。
入
信
の
時
に
は
銀
座
で
砂
糖
商
を
営
ん

で
い
た
。 

一
八
九
〇
（
明
治
二
十
三
）
年
三
月
三
日
、
妻
な
お
の
産
後

の
体
調
不
良
が
機
縁
で
芝
教
会
に
ご
縁
を
頂
い
た
。
そ
の
日
、

大
場
吉
太
郎
先
生
に
よ
る
お
道
案
内
を
受
け
、
天
地
の
親
神
に

生
か
さ
れ
て
生
き
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
我
情
我
欲
の
改
ま
り

を
も
っ
て
お
か
げ
を
受
け
る
道
で
あ
る
こ
と
を
教
え
て
頂
い
た

と
思
わ
れ
る
。
そ
の
日
赤
ん
坊
の
体
調
に
つ
い
て
、
改
ま
り
の

心
か
ら
即
座
に
お
か
げ
を
受
け
、
以
来
夫
婦
と
も
に
熱
心
に
信

心
す
る
よ
う
に
な
り
、
助
次
郎
は
、
芝
教
会
で
世
話
係
と
し
て

入
り
び
た
り
で
御
用
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。 

 布
教
開
始
と
道
の
広
が
り 
 

一
八
九
二(

明
治
二
十
五)

年
二
月
十
一
日
、
四
十
五
歳
の
時

に
横
浜
で
の
布
教
を
開
始
。
東
京
布
教
構
想
の
中
で
、
横
浜
布

教
に
と
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
の
で
あ
る
。
当
人
は
大
場
先
生
の

命
を
受
け
て
と
い
う
意
識
が
強
く
、
お
か
げ
を
頂
け
な
け
れ
ば

大
場
先
生
に
相
済
ま

な
い
と
い
う
の
が
助

次
郎
の
御
用
精
神
。 

そ
の
よ
う
な
中
で
、

奇
跡
的
な
お
か
げ
が

次
々
と
起
こ
り
、
盛

ん
に
な
っ
た
。
大
場

先
生
へ
の
尊
敬
と
信

頼
が
御
用
の
根
底
に

あ
っ
た
。
教
会
が
盛

ん
に
な
る
一
方
で
、

 

福
田
助
次
郎
師
の
信
心 

て 
 

横
浜
西
教
会 

山
田
 
信
二 

福田助次郎先生が銀座通りで営まれて
いた砂糖商店 福田嘉三郎は助次郎先生
の弟の名前 
(「東京商工博覧会絵」都立中央図書館
所蔵) 
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自
分
た
ち
の
生
活
は
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
質
素
倹
約
し
た
。
そ
れ
が

修
行
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

広
前
は
、
山
田
町
、
不
老
町
、
蓬
莱
町
、
羽
衣
町
と
移
り
変

わ
っ
た
。
不
老
町
時
代
に
教
会
設
立
が
な
り
、
布
教
の
最
盛
期

で
あ
っ
た
と
い
う
。 

助
次
郎
は
、
一
九
〇
六(

明
治
三
十
九)

年
八
月
十
三
日
、
帰

幽
。
こ
れ
は
か
ね
て
本
人
が
予
言
し
て
い
た
通
り
、
満
六
十
歳

の
誕
生
日
だ
っ
た
。 

こ
の
間
、
助
次
郎
の
教
え
を
受
け
た
加
藤
忠
蔵
師
が
小
田
原

教
会
（
一
八
九
五
年
）、
増
田
金
太
郎
師
が
神
奈
川
教
会
（
一
八

九
五
年
）、
さ
ら
に
藤
沢
教
会
（
一
八
九
二
年
）、
喜
多
儀
平
師

が
甲
府
教
会
（
一
八
九
五
年
）
を
設
立
し
た
。 

 教
え
か
ら
う
か
が
え
る
信
心 

 

こ
こ
で
私
の
好
き
な
助
次
郎
の
ご
理
解
を
紹
介
す
る
。 

「
毎
日
色
々
沢
山
に
お
願
い
に
来
ら
れ
る
中
に
は
、
大
き
な
こ

と
で
浮
身
を
や
つ
し
て
い
る
の
も
あ
れ
ば
、
ま
た
小
さ
な
こ
と

で
浮
身
を
や
つ
し
て
い
る
の
も
あ
る
。
ド
ウ
セ
浮
身
を
や
つ
す

の
な
ら
大
き
な
こ
と
で
浮
身
を
や
つ
し
て
、
大
き
な
お
蔭
を
受

け
た
方
が
よ
か
ろ
う
。」 

私
は
、
こ
れ
は
大
き
な
信
心
の
目
的
を
持
て
と
い
う
意
味
だ

と
受
け
止
め
て
い
る
。 

大
き
な
信
心
の
目
的
と
は
何
か
。
一
つ
は
、
難
儀
な
人
を
祈

り
助
け
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
難
儀
を
し
て
い
る
人
を
見
て
、

神
心
で
そ
の
人
の
た
め
に
祈
り
、
信
心
を
伝
え
て
い
く
と
い
う

こ
と
。
二
つ
目
に
は
、
難
儀
な
世
界
を
救
う
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
難
儀
な
世
界
に
私
た
ち
は
生
き
て
い
る
。
身
近
な
人
を
助

け
る
こ
と
と
同
時
に
世
界
が
助
か
る
こ
と
を
願
う
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
三
つ
目
に
は
、
人
を
助
け
る
こ
と
を
通
し
て
神
様
を

お
助
け
す
る
と
い
う
こ
と
。
神
様
か
ら
す
れ
ば
人
は
み
な
わ
が

子
で
あ
る
。
神
様
は
、
難
儀
を
し
て
い
る
人
間
を
見
て
い
る
の

が
何
よ
り
お
つ
ら
い
。
だ
か
ら
、
人
を
助
け
る
と
い
う
こ
と
は
、

神
様
を
お
助
け
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。 

こ
の
百
三
十
年
の
節
年
に
、
こ
の
「
大
き
な
こ
と
で
浮
身
を

や
つ
す
」
信
心
を
さ
せ
て
頂
け
た
ら
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い

る
。 
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福
田
源
三
郎
先
生
は
、
御
教
え
の
感
話
や
、
時
々
の
事
跡
へ

の
思
い
な
ど
多
く
の
文
章
を
書
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
後
に

伝
え
な
い
と
い
け
な
い
と
先
生
が
努
め
て
残
さ
れ
た
「
昔
の
信

心
」
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
文
章
か
ら
読
み
取
れ
る
福
田

源
三
郎
像
を
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

先
生
の
話
に
入
る
前
に
、
連
合
会
が
い
つ
頃
で
き
た
の
か
、

振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。 

昭
和
十
九
年
四
月
、
前
年
に
設
置
さ
れ
て
い
た
「
金
光
教
報

国
会
隣
組
」
を
改
訂
す
る
形
で
、「
教
会
隣
組
」
が
設
置
さ
れ
ま

す
。
そ
の
目
的
に
「
教
会
布
教
所
相
互
間
の
連
絡
援
護
協
同
実

践
体
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
日
の
教
会
連
合
会
が
こ
こ
か
ら

始
ま
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
そ
し
て
、
昭
和
二
十
三
年
に

は
「
教
会
連
合
会
」
と
名
称
変
更
さ
れ
、
全
国
で
区
域
の
統
廃

合
や
名
称
変
更
を
繰
り
返
し
て
現
在
に
至
り
ま
す
。
神
奈
川
県

で
は
、
昭
和
十
九
年
以
来
「
神
奈
川
県
東
部
」
「
神
奈
川
県
西

部
」
で
、
昭
和
六
十
四
年
一
月
一
日
に
東
西
合
併
す
る
ま
で
同

じ
区
域
割
り
で
す
。
そ
し
て
、
平
成
十
一
年
に
山
梨
県
が
合
併

し
て
現
在
の
形
に
な
り
ま
し
た
。 
 

さ
て
、
福
田
源
三
郎
先
生
に
話
を
戻
し
ま
し
ょ
う
。 

先
生
は
明
治
二
十
年
に
お
生
ま
れ
に
な
り
ま
し
た
。
明
治
二

十
三
年
に
は
福
田
家
が
金
光
教
に
入
信
、
二
十
五
年
に
は
父
で

あ
る
助
次
郎
先
生
が
横
浜
布
教
に
出
ら
れ
ま
す
。
明
治
三
十
七

年
に
友
人
の
死
を
き
っ
か
け
と
し
て
金
光
教
の
教
師
を
志
し
、

三
十
九
年
に
父
で
あ
る
助
次
郎
先
生
が
亡
く
な
り
、
そ
の
葬
儀

 

福
田
源
三
郎
師
の
果
た
し
た
役
割 

て 
 

子
安
教
会 

村
田
 
光
治 

福田源三郎先生 
 



教師信徒研修会 

 32 

の
様
子
か
ら
教
師
へ
の
思
い
を
強
く
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

父
の
下
で
出
来
な
い
信
心
修
行
を
外
に
求
め
、
明
治
四
十
二
年
、

東
海
か
ら
九
州
へ
と
教
会
行
脚
に
出
て
、
そ
の
求
道
を
深
め
て

い
か
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
当
時
担
当
者
の
い
な
か
っ
た
神
奈

川
教
会
へ
入
ら
れ
ま
す
。 

今
で
言
う
連
合
会
が
で
き
た
昭
和
十
九
年
に
は
、
東
部
教
会

隣
組
長
に
就
任
し
て
い
ま
す
か
ら
、
父
の
後
を
受
け
て
神
奈
川

県
布
教
に
邁
進…

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
ご
自
身

で
回
想
し
た
文
章
に
は
、
ハ
ワ
イ
行
き
に
乗
り
気
に
な
っ
た
こ

と
や
、
関
東
大
震
災
後
の
焼
け
野
原
で
、「
布
教
も
何
も
あ
る
も

の
か
、
ど
こ
か
他
地
方
へ
行
っ
て
布
教
す
る
の
だ
」
と
考
え
た

と
こ
ろ
、
信
者
に
縋
り
つ
か
れ
て
目
が
覚
め
た
こ
と
な
ど
、
二

十
代
、
三
十
代
の
頃
は
、
こ
だ
わ
り
は
な
か
っ
た
よ
う
に
も
読

み
取
れ
ま
す
。 

そ
ん
な
先
生
が
果
た
し
た
役
割
と
は
、
ど
う
い
う
も
の
で
し

ょ
う
か
。
連
合
会
が
で
き
た
こ
ろ
に
は
す
で
に
五
十
代
後
半
。

最
前
線
に
立
っ
て
引
っ
張
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た

よ
う
で
す
。
平
塚
教
会
の
奥
川
達
雄
先
生
は
昭
和
二
十
年
代
の

定
期
説
教
講
師
勉
強
会
の
様
子
を
、「
若
い
世
代
を
自
ら
導
い
て

い
く
こ
と
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
共
に
求
め
あ
う
と

い
う
姿
勢
、
自
ら
求
め
て
い
く
も
の
に
は
真
摯
に
対
し
て
い
く

と
い
う
姿
勢
で
あ
っ
た
」
「
み
教
え
の
解
釈
を
披
露
し
合
う
会

で
は
、
参
加
者
の
答
え
に
喜
々
と
し
て
耳
を
傾
け
て
お
ら
れ
た
」

と
振
り
返
っ
て
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

冒
頭
に
記
し
ま
し
た
「
昔
（
教
団
独
立
以
前
）
の
信
心
」
を

残
す
こ
と
に
つ
い
て
も
、
懐
古
主
義
で
は
な
く
、
当
時
を
知
っ

て
い
る
者
と
し
て
、
一
番
純
粋
に
神
様
を
求
め
て
い
た
時
代
を

記
す
こ
と
が
自
身
の
役
割
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

長
老
教
師
と
呼
ば
れ
る
立
場
に
あ
っ
て
、
上
意
下
達
と
い
う

形
は
と
ら
ず
に
自
身
の
役
割
を
果
た
し
つ
つ
、
「
共
に
求
め
る
」

と
い
う
態
度
を
も
っ
て
御
用
に
当
た
ら
れ
た
こ
と
は
、
連
合
会

活
動
の
上
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
と
思
い
ま
す
! 

福田源三郎・みち夫妻 
金婚式お礼本部参拝 

 


